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小野勝年「入唐求法巡礼行記に見える仏教美術関係の記事について」（『仏教芸術』44号、

1960年 

高崎富士彦「東博蔵国宝十六羅漢像の研究」『東京国立博物綰紀要』第 2号、1966年 

古原宏伸「韓熙載夜宴図考（下）」『国華』888号、1966年 

米澤嘉圃「黄山八勝画冊解説」『東洋美術』巻 2、朝日新聞社、1968 年 

古原宏伸「清涼寺十六羅漢図解説」『原色日本の美術 28 請来美術』小学館、1971年 

鈴木敬「瀟湘臥遊図巻について」上・下『東洋文化研究所紀要』59・79東京大学東洋文化研

究所、1973・1979年 

塚本善隆「引路菩薩信仰と地蔵十王信仰」『塚本善隆著作集』7巻、大東出版社、1975年 

松本守隆「大理国張勝温画梵像新論」上・下『仏教芸術』111・11八号、1977・1978年 

米澤嘉圃「花卉雑画序説―近世水墨画の新展開」『水墨美術大系八大山人揚州八怪』（第 11

巻、講談社、1978年 

細野正信「四奥絵師とその末裔」『MUSEUM 』343、1979 年 

松原茂「狩野晴川院と絵巻」『MUSEUM』344、1979 年 

新藤武弘「石濤小考」『鈴木敬先生還暦記念中国絵画史論集』吉川弘文館、1980 年 

鈴木敬「李唐の南渡復院とその様式変遷についての一試論」『国華』1047・1053号 1981・

1982年  

西上実「程正揆の絵画観について」京都国立博物館『学叢』4号、1982 年 

芳賀幸四郎「羅漢画及び羅漢観の変遷」『近世文化の形成と伝統』河出書房、1984年 

宮崎法子「西湖をめぐる絵画」梅原郁編『中国近世の都市と文化』京都大学人文科学研究所、

1984年 

西上実「黄山八勝冊私考―石濤の景観合成について―」『山水』小学館、1985 年 

山下裕二「高桐院蔵李唐山水図試論」『美術史論叢』第 3号、1987年 

横田忠司「四睡図」解説 島田修二郎・入谷義高監修『禅林画賛』朝日新聞社、1987 年 
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楊伯達（鶴田武良訳）「研究資料試論、風俗画・張択端筆「清明上河図」の芸術的特色と位

置（上）・（中）・（下）」『国華』1108・1110・1111 号、1987・1988年 

救仁郷秀明「『瀟湘臥遊図巻』小考―董源の山水画との関係について」『美術史論叢』6、

1990年 

小南一郎「李娃伝の構造」『東方学報』第 62冊、1990年 

戸田禎佑「王良臣筆『墨葡萄図』解説」『国華』1143 号、1991 年 

小川裕充「李唐筆萬壑松風図・高桐院山水図―その素材構成の共通性について」『美術史論

叢』8号、1992年  

池田宏「狩野晴川院『公用日記』にみる諸相」『東京国立博物館紀要』28、1993 年 

張子寧（宮崎法子訳）「石濤の『白描十六尊者』巻と『黄山図冊』 」（上）（下）『国華』

（1184・1185）、1994年 

宮崎法子「元代の花鳥画と墨竹画」『世界美術大全集東洋編第 7巻元』小学館、1999年 

宮崎法子「唐寅「王蜀宮妓図」作品解説」『世界美術大全集東洋編第 8巻明』小学館、1999

年 

宮崎法子「南宋時代における実景山水図」『世界美術大全集東洋編第 6巻南宋・金』小学館

2000年 

古田真一「女史箴図巻解説」『世界美術大全集 東洋編３ 魏晋南北朝』小学館、2001年 

実方葉子「住友コレクションにみる中国絵画鑑賞と収集の歴史（資料編）」『泉屋博古館紀

要』23、2007年 

皆川三知「「探幽縮図」にみる「唐美人図」」仲町啓子編『仕女図から唐美人図へ』実践女
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汪世清「石濤行跡与交遊補證―石濤散考之六」『藝林』第 324期（「大公報」1986年 9月 2

孔憲易「張択端非宋人弁」『史学月刊』、1988年 1期 

曽嘉宝「永楽宮純陽殿壁画題記釈義：兼及朱好古資料補記」『美術研究』北京、1989 年 

劉九庵「呉門画家之別号図及鑑別挙例」『劉九庵書画鑑定文集』文物出版社、2007 年 （原

載『故宮博物院院刊』1990年第 3期） 

張子寧「八大山人山水画的研究」『故宮文物月刊』97、1991 年 

胡昌健「伝唐寅臨《韓煕載夜宴図》考弁」『四川文物』1992 年 2期 

張子寧「石涛的『白描十六尊者』巻与「黄山図」册『国立歴史博物館館刊』第３巻第 1 期 

1993年 

余輝「《韓熙載夜宴図》巻年代考―兼探早期人物画鑒定方法」『故宮博物院刊』第 4期（總

第 62期）1993年 

趙暁華「簪花仕女図由屏風改為巻軸画伝蔵之認識」『故宮文物月刊』13巻 5期、1995年 

林莉娜「明代宮廷絵画機構制度考」『故宮学術季刊』第 13春第 1期、1995 年 

余輝「元代宮廷絵画機構初探」『故宮博物院院刊』1998年第 1期 

余輝「元代宮廷絵画史及佳作考辨」上、付表、故宮博物院院刊』1998 年第 3期総 81期 

衣若芬「北宋題仕女画詩析論」『中央研究院中国文哲研究所十周年紀念論文集』1999 年 

單国强「韓熙載夜宴図巻作品解説」『中国絵画全集 第 5五代宋』文物出版社、1999 年 

陳葆真「南唐絵画特色与相関問題的探討」『区域与網路―近千年来中国美術史研究国際学術

研討会論文集』台湾国立大学芸術研究所、2001年 

廖寶秀「歴代茶器述要」『也可以清心―茶器・茶事・茶畫』国立故宮博物院、2002年 

「韓煕載夜宴図巻作品解説」、朱順龍主編『国宝 72：晋唐宋元書画珍品選』上海社会科学学

院出版社、2002 年 

朱良志「石濤与八大山人的共同友人退翁考」『文物』、2005 年 2期 

黄応烈・戴立強「《清明上河図》早期題跋者之生平事蹟考略」『収蔵中国文物報』7、2005

年 

許全勝 「八大、石濤友人退翁補説」『文物』2005年 10期 

陳韻如「萬壑松風図解説」『大観北宋書画図録』国立故宮博物院、2006年 
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戴立強「清明上河図異本考述」「《清明上河図》所画非秋景弁―兼及其画名意義的探討」「今

本清明上河図残欠説」遼寧省博物館編『《清明上河図》研究文献滙編』万象出版社、2007年 

徐邦達「清明上河図的初歩研究」（同上） 

劉九庵「有関《清明上河図》的一通明人尺牘」（同上） 

楊新「《清明上河図》地理位置小考」（同上） 

河浚「北宋東京上善門考―関於《清明上河図》中的城楼」(同上) 

尚瓊《清明上河図》最後一跋者「鷺津如寿」考」
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Sylvan Lévi et Edouard Chavannes,“Les seize arhat protecteurs de loi”, Journal Asiatique, Jullet-Aout, 
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研究会［大阪大学文学部美術史学研究室］、1985年 
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張丑『清河書画舫』（台北 学海出版 1975 年）（『中国書画全書』） 
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孫鑛『書画跋跋』（『芸術賞鑑撰珍』続輯 台北・国立中央図書館 1970年）（『中国書画

全書』） 

安岐『墨縁彙観』（『中国書画全書』） 
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孫承澤『庚子銷夏記』（『芸術賞鑑撰珍』続輯 台北・国立中央図書館 1971年）（『中国

書画全書』） 

厲鶚『南宋院画録』（『画史叢書』） 

『石渠宝笈』台北 國立故宮博物院博物院 1971年 

顧復『平生壮観』（『芸術賞鑑撰珍』続輯、『中国書画全書』） 

龎元濟『虚齋名画続録』（『中国書画全書』及修訂本） 

 

 

【漢籍】 

『漢書』（中華書局点校本） 

『後漢書』（同上） 

『晋書』（同上） 

『新唐書』（同上） 

『新五代史』（同上） 

『宋史』(同上) 

『續資治通鑑長編』（中華書局点校本、清光緒 7年浙江書局刊本底本) 

『明一統史』 

『西京雑記』（『四庫筆記小説叢書』上海古籍出版社） 

沈括『夢渓筆談』（『津逮秘書』） 

孟元老『東京夢華録』呉自牧『夢粱録』（『東京夢華録 外四種』台北・古亭書屋、1975年） 

周密『雲煙過眼録』（『中国書画全書』） 

余永麟『北牕頊語』（文淵閣四庫全書） 

祝穆『方輿勝覧』（京都中文出版 用南海孔氏嶽雪楼鈔本 1982年）（『文淵閣四庫全書』） 

《至元嘉禾志》（『宋元地方志叢書』）（文淵閣四庫全書） 

田汝成『西湖遊覧詩餘』（上海古籍出版 1980年） 

正徳『松江府志』（『天一閣明代方志選刊続』6所収本） 

正徳『姑蘇志』（『天一閣蔵明代方志選刊続』13） 

閔麟嗣主編『黄山志定本』（康煕 18年〔1679〕原刊本） 

『重修徽州府志』（道光 7年〔1827〕重修『中国方志叢書』） 

『重修安徽通志』（呉坤修等修何紹基等纂、光緒 4年刊本） 

『大清畿先哲伝』（徐世昌民国 4～6年〔1915～1917〕天津徐氏刊本） 

『国朝耆献類徴』（光緒 10～16 年〔1884～1990〕湘陰李氏刊本） 

汪洪度『黄山領要録』（『知不足斉厳書』所収） 

凌迪知『萬姓統譜』（文淵閣四庫全書） 

 

『六臣注文選』（『四部叢刊』『文淵閣四庫全書』） 
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『蘇東坡全集』（世界書局） 

『東坡全集』（文淵閣四庫全書） 

『全宋詩』（北京大学出版会 1998 年） 

紹遠『声画集』（『棟亭蔵書十二種』本）（文淵閣四庫全書） 

張籍『張司業集』（文淵閣四庫全書） 

韓駒『陵陽集』（文淵閣四庫全書） 

李祁『雲陽集』（文淵閣四庫全書） 

劉克荘『後村先生大全集』（『四部叢刊』本）  

宋濂「元故湛淵先生墓銘」『湛淵集』付録（文淵閣四庫全書） 

胡儼『頤菴文選』（文淵閣四庫全書原文電子版集部） 

凌雲翰『柘軒全集』（『武林往哲遺著付後編』光緒中銭塘丁氏嘉恵堂刊本所載） 

陸深 『儼山集』（『四庫全書珍本 5集』） 

王衛平主編『沈周集』上・下（蘇州文献叢書第 2輯、上海古籍出版社、2013年） 

呉寛『匏翁家蔵集』（『四部叢刊』本） 

李東陽『懐麓堂集』（文淵閣四庫全書） 

李東陽『懐麓堂詩話』（文淵閣四庫全書） 

文徴明『甫田集』（台北・国立中央図書館編『明代芸術家集彙刊』所収、1968 年） 

文洪『文氏五家集』（四庫全書珍本、初集、商務印書館） 

王世貞『弇州四部稿』『弇州四部稿続稿』（『弇州四部稿：外六種』上海古籍出版社 1993

年） 

焦竑『国朝献徴録』（文淵閣四庫全書） 

梅清『天延閣刪后詩』（内閣文庫蔵本） 

汪均撰「清湘老人題記」（『十二硯斎三種』） 

曹䥿「遊黄山記」（『黄山志定木』巻 5芸文下遊記下） 

 

【和書】 

藤原実資『小右記』（『大日本古記録』） 

『御堂関白記』（『大日本古記録』） 

藤原実綱「法成寺塔願文」（『本朝続文粹』巻 12） 

『中右記』（『増補史料大成』） 

『兵範記』（『増補史料大成』） 

『左経記』（『史料大成』） 

『台記』（『史料大観』） 

『百錬抄』（『国史大系』） 

『吾妻鏡』（『国史大系』） 
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【仏典・仏書】 

円仁『巡礼行記』巻 3、開成 5年（840）5月 2日の條 

成尋『参天台五台山記』（『大日本仏教全書』） 

『諸寺縁起集』（『大日本仏教全書』所収） 

「唐本一切経目録」巻下（高山寺蔵）『昭和法宝総目録』巻 2所収 

『仏説三摩竭経』（大正巻 2） 

『十誦律』（大正巻 23） 

『大阿羅漢難提蜜多羅所説法住記』（法住記）（大正巻 49） 

『仏祖統記』（大正巻 49） 

『法苑珠林』（大正巻 53） 

『付法蔵因縁伝』「羅漢部」（大正巻 50） 

『阿育王経』（大正巻 50） 

『阿育王伝』（大正巻 50） 

『高僧伝』（大正巻 50） 

『宋高僧伝』（大正巻 50） 

『続高僧伝』（大正巻 50） 

鵜飼徹定『羅漢図讃集』全 3卷（文久 2年〔1862〕刊） 

 

スタイン文書 397 号（東洋文庫マイクロフィルムによる） 

  

望月信亨『望月仏教大辞典』京都・世界聖典刊行協会 1954年 
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要旨 

 

本書は、宋代仏画研究、花鳥画・山水画の寓意とその伝統社会における意義に関す

る研究、元明清時代の文人画研究、近代における中国画コレクションの形成に関する

研究、日中美術交流に関する研究など、著者の中国絵画史に関する諸テーマの研究成

果を整理し、総合的かつ多角的に中国絵画を捉えられるように再構成し、二部構成と

してまとめたものである。各論は、いずれも、中国の絵画を含む文化活動と深く係わ

っていた中国の社会システムのなかで、絵画が果たしてきた役割への関心と、それが

作品の表現の特徴にどのように表れているのか、という美術史的な視点に基づいて、

具体的事例や作品に即して考察した論考である。 

第一部は、絵画を取り巻く世界（社会）との係わりに重点をおいて、中国絵画を論

じ、第二部は、絵画作品そのものの美術史的な様式分析を、作品や画家をとりまく状

況、制作背景と関連づけながら論じる。 

 

第一部、中国絵画をめぐる世界では、以下の章立てに従って、まず、中国の伝統社

会において絵画が果たした役割を、ジェンダー的視点や画題の意味に着目することで

解き明かす。次いで、日中の美術を中心とした非対称の交流を、歴史的に概観し、絵

画をめぐる両地の状況の違いから分析する。最後に、近代における新たな地政学的状

況下での、中国伝統美術の状況と展開、日本における評価や研究について論ずる。 

 

第一章 山水、人物、花鳥の主題と社会 

一 女性の消えた世界  
二 中国山水画の内と外  
三 中国における女性描写の展開  
四 花鳥画の役割と意味―藻魚図、蓮池水禽図、草虫画にみる寓意を中心に  
五 歳寒三友と四君子 

 
第二章 中国文化圏のなかの日本―非対称の文化交流 

一 伝統中国から見た日本美術  

二 明代蘇州の園林文化とその伝播―呉派別業図から大名庭園へ  

三 日本伝来の作品からみる明代の「偽好物」 

 

第三章 近代における中国絵画 

   一 近代日本における文人文化熱とその消長 

二 日本近代のなかの中国絵画研究 

   三 桑名鉄城の訪中と「安晩帖」の伝来について  
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四 『吉祥図案解題』と野崎誠近 

   五 中国美術の近代 

 

第二部、作品の世界を読むでは、以下の章立てによって、宋元、明清と時代ごと

に、山水画、人物画、花鳥画から、各時代やジャンルを代表する画家や作品を取り上

げ、宋代から清初に至る中国絵画を展望する。各論においては、日本の研究が培って

きた作品の描写様式の分析を基礎に、落款印章、題跋文、画史類や、関連する詩文、

著録、地方志などの文字資料を援用し、絵画作品を具体的に読み解く。その際、画家

たちが生きた環境や時代との関連を視野に入れて論じることにより、全体を通じて中

国絵画史の展開を示した。また、特に明清画については、従来の日本の研究では取り

上げることの少ない、日本伝来品以外の代表的名品を取り上げ、様式分析と文献研究

の両面から考察を行った。 

 

第一章 宋元時代の道釈画と人物画 

 一 伝奝然将来十六羅漢図考   

二 山西省の寺観壁画―北宋から元まで 

 三 靜嘉堂文庫美術館蔵「十王図・二使者図」について 

四 交差する視線―宮中図を中心に 

五 「清明上河図」の過去と現在―今後の研究に向けて 

 

第二章 宋元時代の花鳥画・山水画 

 一 崔白「双喜図」について  

二 元「花鳥図」（オーストラリア国立ヴィクトリア美術館蔵）について 

 三 上海博物館蔵「西湖図」巻と北京故宮博物院蔵「西湖草堂図」巻について 

 四 南宋宮廷絵画における文人意識―画院画家の二つ画風について 

五 「瀟湘臥遊図巻」から趙孟頫へ 

 

第三章 明清時代の絵画 

 一 呉派初期の別業図―沈周「東荘図」冊を中心に 

二「韓煕載夜宴図巻」と明代江南人物画 

 三「雲溪仙館図」「仙山楼閣図」から見る仇英山水画の展開 

四 徐渭の作画の背景―日本伝来の浙江地方の墨戯との関連を中心に 

五 董其昌山水画における実景―「婉孌草堂図」を中心に 

六 八大山人の甲戌（一六九四）年 

七 石涛と「黄山図巻」  
 


